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会        長 殿                 家 族 会 事  １８  号 

理事・監事・運営委員 殿                 Ｒ７．   ４．   ４ 

各県自衛隊家族会会長 殿                 公益社団法人自衛隊家族会 

事 務 局 長  阿部 知己 

令和 ７年 ４月「月 報」 

１ はじめに 

新年度を迎えました。 

皆様におかれましては年度末の忙しい時期を終え、一段落と言ったところでしょうか。 

さて、３月 14 日に、防衛大臣、自衛隊家族会会長、隊友会理事長を署名者として、 

「家族支援に対する協力に関する協定書」を締結しましたのでお知らせします。 

皆様ご承知のように、防衛省・自衛隊が行う家族支援に対する協力は、これまで陸海 

空各自衛隊とそれぞれに締結した協定に基づいて実施して参りましたが、この度の 

省統一の協定締結により、陸海空各自衛隊のみならず防衛省・自衛隊の全ての隊員 

を対象として、家族支援の充実が図られることとなります。 

 令和５年 12 月に策定された国家防衛戦略及び防衛力整備計画においてその重要性が 

示された自衛隊員の家族及び関係団体等との連携を含めた家族支援施策の拡充を、 

いよいよ実のあるものとすべく、協定に基づき、また、協定を活用して活動して 

参りましょう。 

協定は、防衛省＞ホーム＞報道・白書・広報イベント＞お知らせ 

家族支援に対する協力に関する協定の締結について でご覧になれます。 

 

 

 

 

 

左から 増田会長、中谷大臣、岩崎隊友会理事長 

 

２ 防衛省・自衛隊の活動（防衛省、統幕、各自衛隊等 HP より） 

（１） 統合作戦司令部新編 

先月の「月報」でお伝えしましたが、３月 24 日、統合作戦司令部が市ヶ谷で編成され、

前統合幕僚副長の南雲空将が司令官に、前佐世保 

地方総監の俵海将が副司令官に就任されました。 

司令部勤務者は編成準備期間に訓練を重ね、24 

日の零時から切れ目なく任務に当たっているとの 

ことです。 中谷大臣から南雲司令官に隊旗授与→            
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（２） 自衛隊海上輸送群新編 

３月 24 日、防衛大臣直轄の共同部隊「自衛隊海上輸送群」が新編されました。 

令和６年 12 月「月報」で紹介した輸送艦「にほんばれ」の他、輸送艦「ようこ

う」を擁し、南西地域への機動展開能力を向上します。 

初代司令は馬場１等陸佐。司令部は呉基地です。 

（３）馬毛島基地（仮称）先遣隊編成 

３月 24 日、防衛省は鹿児島県・馬毛島で建設を進めて 

いる馬毛島基地（仮称）の先遣隊が、福岡県の航空自衛隊 

春日基地で発足したと発表しました。 

90 人規模で、馬毛島基地の運用開始の準備に当たること 

となっており、そのうち 60 人が 2025 年度中に馬毛島で勤 

務を始めるとのことです。 

当初は部隊発足時から馬毛島に配備する計画でしたが、 

2023 年 1 月に着工した工事が約３年遅れて、完成が 2030 

年と見込まれたため、春日基地に変更したとのことです。 

（４） 第８地対艦ミサイル連隊編成 

３月 24 日、湯布院駐屯地において、第２特科団 

第８地対艦ミサイル連隊及び同連隊を整備支援する直接支援中隊が編成されました。 

これで防衛力整備計画に掲げられた全ての地対艦ミサイル連隊の配備が完了したこ

とになります。 

＜参考＞ 第１地対艦ミサイル連隊（北千歳）  第２地対艦ミサイル連隊（美唄） 

  第３地対艦ミサイル連隊（上富良野）  第４地対艦ミサイル連隊（八戸） 

   第５地対艦ミサイル連隊（健軍）      第７地対艦ミサイル連隊（勝連） 

   第８地対艦ミサイル連隊（湯布院） 

※第６地対艦ミサイル連隊（宇都宮）は 2011 年（平成 23 年）に廃止 

    

（５）卒業式 

  ア 防衛医科大学校：３月８（土） 

医学科第４６期学生７９名、看護学科第８期学生（（自衛官候補看護学生７１名、

技官候補看護学生４２名） 計１９２名。 

 

 

 

 

 

 

春日 

馬 毛 島
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イ 陸上自衛隊高等工科学校：３月２０日（木） ６８期 ３１４名 

  神奈川県中條会長、三浦半島地区会役員が出席 

 

             

 

 

 

ウ 防衛大学校：３月２２日（土） 

本科第６９期学生３８６名、研究科（理工学研究科前期課程６２期学生、同後期

課程２２期学生、総合安全保障研究科前期課程２７，２８期学生、同後期課程１４

期学生）８４名。家族会増田会長、宮下副会長等が出席。 

 

 

 

 

（６）ブルーインパルス飛行予定が下記の通り公表されました。 

   研修や募集協力にお役立てください。 
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３ 家族会の活動 

（１）令和６年度第４回理事会の開催 

   ３月１１日、グランドヒル市ヶ谷において令和６年度第４回理事会を開催し、次の 

議案等について審議・報告が行われました。 

  ア 議案 

   ・第１号議案：令和７年度自衛隊家族会事業計画 

   ・第２号議案：令和７年度分担金 

   ・第３号議案：令和７年度収支予算書 

   ・第４号議案：令和７年度資金調達及び設備投資の見込み 

   ・第５号議案：令和７年度定期総会の開催 

   ・第６号議案：地域協議会長人事 

   ・第７号議案：職員給与規定の改正 

     いずれも原案どおり可決しました。 

（なお、第１・３号議案は、本会ＨＰに掲載します。） 

  イ 報告 

   ・第３０回(令和６年度)「自衛隊の活動支援基金」管理運営委員会報告 

   ・代表理事及び業務執行理事業務報告 

  ウ ３月２７日、内閣府に報告しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

活発な質疑がなされた理事会に引き続き、伊藤家族会名誉会長を交えた意見交換会を 

催しました。防衛省人材育成課長、厚生課長、陸幕募集・援護課長、厚生課長、海幕人事

計画課長、厚生課長、空幕厚生課長をはじめ、ご出席くださった皆様、有難うございまし

た。引き続きよろしくお願いたします。 

 



5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）入隊・入校予定者激励会特集 

３月「月報」で紹介した他にも各地で自衛隊への入隊・入校予定者激励会が行われ 

ていますので、一部を紹介いたします。 

ア ３月２日：                イ ３月６日： 

四町（中標津町・別海町・標津町・羅臼町）    入隊入校予定者激励会 

合同自衛隊入隊予定者激励会        （京都府自衛隊家族会京田辺地区会） 

（道東自衛隊家族会中標津地方支部）    

 

 

 

 

     

ウ ３月８日： 

令和 6 年度入隊入校予定者激励会に引き続き、 

家族会の説明会（沖縄県家族会） 

 

 

 

 

      

                   広島県家族会が 

                   激励会時に開いた 

家族会の説明で 

配布した資料 → 

意見交換会 増田会長挨拶 

荒木副会長 乾杯時の話  ↑伊藤名誉会長来場 

SNS 等の情報は、受け手／読み手が意識してアプ

ローチしなければ目に触れることはない。 

「おやばと」等の印刷媒体は「そこにある」から 

「目に触れ」、「手に取って」、「読む」。 

そこに価値がある！ 
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４ 事務局からの連絡 

（１）令和７年度定期総会の概要 

ア 日時：６月１７日（火）１３：３０～１５：３０ 

イ 場所：グランドヒル市ヶ谷 

ウ 議案 

・第１号議案：令和６年度自衛隊家族会事業報告 

・第２号議案：令和６年度収支計算書及び監査報告 

  エ 報告 

・報告１：令和７年度自衛隊家族会事業計画    

・報告２：令和７年度分担金 

・報告３：令和７年度収支予算書 

・報告４：令和７年度資金調達及び設備投資の見込み 

・報告５：第３０回（令和６年度）「自衛隊の活動支援基金」管理運営委員会報告 

・報告６：基本財産の運用 

・報告７：「問い合わせ窓口」この１年間の状況 

（２）総会委任状の送付 

定款第３０条に定める代理人に議決権を委任する場合の「委任状（総会委任状）」を、

６月１３日（必着）までに本部事務局まで送付して下さい。 

別添：総会委任状様式   

※「定款第３０条に基づき、○○○○を代理人と定め～」の○○○〇は、 

各県自衛隊家族会から総会に出席する代表者（会長等）のお名前を書いて下さい。 

※「議決権の代理行使委任者」は、総会を欠席する（議決権を委任する）正会員の

代表者のお名前を書いて下さい。総会に出席する方のお名前ではありません。 

※「委任者数」は、正会員数から、総会に出席する正会員の数を引いた数を書いて

下さい。（会員数１，０００名で総会に１名が出席する場合、委任者数は９９９名） 

                                   

 

以上 

 


